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1 地域包括ケア推進課 84 66
認知症サポーター養成
講座事業

　地域で多くの認知症と思われる人が増えています。
　「認知症を認知しよう」の小学生と地域の住民とのサ
ポーター養成講座に参加し、予防体操、認知症すごろく
を使ってのわかりやすい認知症の学習会でした。学校で
の認知症サポーター養成講座はすすんでいるとは思いま
すが、地域の住民と一緒に認知症を理解するという事は
大切なことと思います。
　「認知症推進計画」の中で当事者の声も反映するよう
になっていますので今後に期待し地域全体で取り組みの
強化を望みます。

　地域で認知症と思われる人が増えています。
　「認知症を認知しよう」の小学生と地域の住民とのサ
ポーター養成講座に参加しましたが、予防体操、認知症
すごろくを使ってのわかりやすい認知症の学習会でし
た。学校での認知症サポーター養成講座は進んでいると
は思いますが、地域の住民と一緒に認知症を理解すると
いう事は大切なことと思います。
　「認知症施策推進基本計画」の中で当事者の声も反映
いただき、地域全体での取り組みの強化を望みます。

渡邉副委員長

2 地域福祉課 64 39 総合相談窓口事業

　地域では多様な課題があります。生活支援、ひきこも
り、孤立化、ヤングケアラー、自殺、８０５０等々…
　包括的支援体制、特に「さーくる」に期待していま
す。

　生活支援、ひきこもり、孤立化、ヤングケアラー、自
殺、８０５０問題等々、地域住民の複合化・複雑化した
支援ニーズに対応するため、重層的支援体制整備事業を
進めていることと思われます。
　包括的な支援とともに、支援に繋がらない方の掘り起
こしについて、「さーくる」に期待しています。

渡邉副委員長

3 地域包括ケア推進課 69 46 地域ケア会議等の開催

　市内２４地区において実施されている地域ケア会議
は、地域福祉の原点と言っても過言ではないと感じてい
ます。
　地域包括支援センター・在宅介護支援センター・地区
社協・地域のケアマネージャー・病院・民生委員・地域
関係者などがチームとなって高齢者を支える為に会議を
開催し、あらゆる面と多様な組織からの意見を取り入れ
緻密な検討をしています。
　個別ケア会議は、関係する機関・個人が本人の為に最
良の方向を検討して対応する為、あらゆる方向から考え
長時間に渡り話し合いを行います。
　会議につき是非会議費（飲物代）を認めていただきま
すようお願いします。

　市内２４地区において実施されている地域ケア会議
は、地域福祉の原点と言っても過言ではないと感じてい
ます。
　地域包括支援センター・在宅介護支援センター・地区
社協・地域のケアマネジャー・病院・民生委員・地域関
係者等がチームとなって高齢者を支える為に会議を開催
し、あらゆる面と多様な組織からの意見を取り入れ緻密
な検討をしています。
　また、個別ケア会議では、関係する機関・個人が本人
の為に最良の方向を検討して対応するため、長時間に渡
り話し合いを行います。
　つきましては、例えば飲物を提供することで参加者が
リフレッシュできるような、より生産性の高い会議を目
指すのはいかがでしょうか。

加瀬委員

4 地域包括ケア推進課 84 66
認知症サポーター養成
講座事業

　地域において健康体操教室やゲーム等で身体を動かす
事業が開催され好評で喜ばれています。
　多くの方に参加して頂き、健康な日常生活を目指す身
体づくりに向け是非続けて頂きたいと考えます。
　高齢者社会と言われていますが、認知症については決
して他人事とは考えられない重要な社会問題として取り
組む必要と思います。
　認知症サポーター養成講座を地域に認知して頂き、講
座に一人でも多くの人に参加を願い認知症を理解し、明
るい地域づくりを希望します。
　町会・自治会等に養成講座実施の案内をして、多くの
方々が受講して認知症を理解して頂きたいと思います。
　是非とも、認知症サポーター養成講座の開設をお願い
します。

　
　超高齢社会と言われていますが、認知症については決
して他人事とは考えられない重要な社会問題として取り
組む必要があると思います。
　認知症サポーター養成講座を町会・自治会など地域に
認知していただくため、例えばまちづくり出前講座の一
覧表に掲載することで一人でも多くの人に参加していた
だき、認知症を理解してもらえるような取り組みの強化
を希望します。

加瀬委員
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